
98号
2014.1.1

通　巻

【 目 次 】
巻頭特集／新春のご挨拶
主要事業カレンダー
平成25年事業
みやぎ東西南北　地域活動の紹介
特別寄稿／「宮城県高齢者のバランス能力の現状と改善策」

県老連
だより

み　　  や 　　ぎ

財団法人宮城県老人クラブ連合会

関連記事　4・5・6頁



　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

会
員
皆
様
方
に
は
、
益
々

ご
清
祥
で
ク
ラ
ブ
活
動
に
ご

精
励
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

宮
城
県
老
連
も
平
成
23
年

３
月
11
日
の
大
震
災
に
よ
り

大
き
な
会
員
減
と
な
り
ま
し

た
が
、
全
国
の
会
員
の
皆
様

方
に
よ
る
心
深
い
ご
支
援
を

い
た
だ
き
笑
顔
と
元
気
を
取

り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

甚
大
な
被
害
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
沿
岸
部
の
一
日
も
早

い
復
興
を
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。

　

県
老
連
の
年
間
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
宮
城
県
及
び

他
の
関
係
機
関
の
お
力
添
え

に
よ
り
計
画
通
り
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

偏
に
会
員
皆
様
方
の
ご
協
力

に
よ
る
も
の
と
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

国
の
高
齢
社
会
対
策
大
綱

で
は
、
人
生
九
十
年
時
代
が

打
ち
出
さ
れ
、
高
齢
者
の
と

ら
え
方
も
意
欲
と
元
気
あ
る

人
に
は
社
会
を
支
え
る
側
に

回
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
う
た

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

高
齢
化
の
進
展
で
介
護
予

防
の
重
要
性
が
増
し
、
特
に
、

今
後
、
益
々
増
加
す
る
と
い

わ
れ
て
い
る
認
知
症
の
予
防

に
は
、
仲
間
と
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
脳
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
が
効
果
的
だ
と
い
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
た

現
状
を
見
ま
す
と
地
域
に
住

む
仲
間
と
共
に
健
康
で
生
き

が
い
を
持
ち
、
充
実
し
た
生

活
が
出
来
る
、
明
る
く
活
力

の
あ
る
長
寿
社
会
づ
く
り
、

社
会
に
役
立
つ
活
動
こ
そ
期

待
さ
れ
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
役

割
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

全
国
的
に
会
員
減
が
み
ら

れ
本
県
と
し
て
も
会
員
増
に

努
め
て
お
り
ま
す
が
若
手
会

員
の
創
造
機
能
を
活
か
し
女

性
会
員
の
活
力
を
積
極
的
運

営
に
取
り
入
れ
幅
広
い
厚
み

の
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
づ
く
り

を
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
皆
様
一
人
ひ
と
り
ご

自
分
の
健
康
に
留
意
さ
れ
、

楽
し
い
老
人
ク
ラ
ブ
づ
く
り

に
向
け
た
ご
活
躍
に
ご
期
待

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

全
国
三
大
運
動「
健
康
・
友
愛
・

奉
仕
」
を
基
本
に
本
年
も
活

動
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
の

で
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

■
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

　
関
係

【
７
月
18
日
～
19
日
】

　

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
（
仙
台
市
太
白
区
）

■
若
手
リ
ー
ダ
ー
活
動

【
７
月
26
日
】

　

若
手
リ
ー
ダ
ー
研
修
会（
仙

台
市
青
葉
区
）

■
理
事
会
・
評
議
員
会
・

　
監
事
会

【
８
月
23
日
】

　

第
25
回
評
議
員
会
（
仙
台

市
青
葉
区
）

【
８
月
23
日
】

　

第
１
４
３
回
理
事
会
（
仙

台
市
青
葉
区
）

【
３
月
14
日
】

　

第
26
回
評
議
員
会
（
仙
台

市
青
葉
区
）

【
３
月
20
日
】

　

第
１
４
３
回
理
事
会
（
仙

台
市
青
葉
区
）

■
女
性
リ
ー
ダ
ー
活
動

【
８
月
29
日
】

　

女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー

（
仙
台
市
青
葉
区
）

【
１
月
24
日
】

　

女
性
委
員
会
（
仙
台
市
青

葉
区
）

■
健
康
づ
く
り
研
修
会

【
９
月
４
日
】
石
巻
地
区

【
９
月
５
日
】
登
米
地
区

【
９
月
６
日
】
栗
原
地
区

【
９
月
10
日
】

　

気
仙
沼
・
本
吉
地
区

【
10
月
12
日
】
仙
台
地
区

【
９
月
13
日
】
大
崎
地
区

【
９
月
17
】
仙
南
地
区

■
全
老
連
関
係

【
10
月
１
日
～
２
日
】

　

第
42
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

大
会
（
岩
手
県
）
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新
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

県
民
の
皆
様
の
御
健
勝
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
東
北
楽
天
ゴ
ー

ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
が
球
団

創
設
以
来
初
の
日
本
一
に
輝

き
、
本
県
の
み
な
ら
ず
、
東

北
に
夢
と
感
動
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
春
に
開

催
し
た
震
災
後
初
の
大
型
観

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
仙
台
・

宮
城
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
は
、

７
０
０
万
人
を
超
え
る
お
客

様
を
お
迎
え
し
、
お
も
て
な

し
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
、
県
民
の
皆
様

の
御
理
解
、
御
尽
力
の
た
ま

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
２
年
10
か
月
余
り
が
経
過

し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
多
く

の
方
々
か
ら
の
御
支
援
の
も

と
、
全
力
で
復
旧
・
復
興
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。

　

今
年
は
、「
宮
城
県
震
災
復

興
計
画
」
に
お
け
る
「
再
生

期
（
４
年
間
）」
の
最
初
の
年

に
な
り
ま
す
。「
再
生
期
」
に

お
い
て
は
、
復
旧
・
復
興
を

一
層
加
速
さ
せ
る
と
と
も
に
、

「
宮
城
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
に

掲
げ
た
将
来
像
を
見
据
え
て
、

本
県
が
発
展
し
て
い
く
た
め

の
様
々
な
種
を
ま
き
、
各
地

で
芽
吹
く
よ
う
、
新
た
な
取

組
に
も
挑
戦
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

県
で
は
、
超
高
齢
化
社
会

が
進
展
す
る
中
で
、
高
齢
者

の
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
医
療
・
介
護
・
予
防
・

住
ま
い
・
生
活
支
援
と
い
う

５
つ
の
要
素
か
ら
な
る
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の

構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
こ
の
取
組
を
推
進
す
る

た
め
に
は
、
地
域
の
自
主
組

織
と
し
て
介
護
予
防
や
地
域

の
生
活
支
援
に
取
り
組
ん
で

こ
ら
れ
た
老
人
ク
ラ
ブ
の
活

動
が
、
必
要
不
可
欠
で
あ
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
県
民
の
皆
様

の
信
頼
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

し
っ
か
り
と
前
を
向
き
、
県

政
運
営
の
先
頭
に
立
っ
て
、

こ
れ
ま
で
歩
ん
で
こ
ら
れ
ま

し
た
皆
様
方
の
豊
か
な
経
験

を
お
借
り
し
な
が
ら
と
も
に

進
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一

層
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
11
月
25
日
～
26
日
】

　

第
25
回
全
老
連
女
性
リ
ー

ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
・
女
性
委
員

会
（
東
京
都
）

【
11
月
26
日
】
全
老
連
女
性
委

員
会
総
会
（
東
京
都
）

【
12
月
３
日
～
４
日
】

　

都
道
府
県
・
指
定
都
市
老

連
会
長
会
議
（
東
京
都
）

【
１
月
16
日
～
17
日
】

　

第
19
回
在
宅
福
祉
を
支
え

る
友
愛
活
動
セ
ミ
ナ
ー
並
び

に
第
38
回
「
都
道
府
県
・
指

定
都
市
老
連
活
動
推
進
担
当

者
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」（
東
京
都
）

【
２
月
４
日
】

　

都
道
府
県
・
指
定
都
市
老

連
事
務
局
長
会
議
（
東
京
都
）

■
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
大
会

【
10
月
８
日
】

　

第
18
回
宮
城
県
シ
ニ
ア
ス

ポ
ー
ツ
大
会
（
登
米
市
豊
里

町
）

■
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

【
10
月
22
日
】

　

第
34
回
宮
城
県
老
人
ク
ラ

ブ
大
会
（
仙
台
市
青
葉
区
）

■
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
関
係

【
10
月
26
日
～
29
日
】

　

第
26
回
全
国
健
康
福
祉
祭

高
知
大
会
（
高
知
県
）

【
10
月
26
日
～
28
日
】

　

第
23
回
地
域
文
化
伝
承
館

（
高
知
県
）

■
高
齢
者
相
互
支
援

　
啓
発
事
業

【
12
月
６
日
】

　

シ
ル
バ
ー
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
（
仙
台
市
青
葉
区
）

【
２
月
７
日
】

　

関
係
者
連
絡
会
議
（
仙
台

市
青
葉
区
）

■
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　
養
成
講
座

【
12
月
９
日
～
２
月
】

　

各
市
町
村

■
市
町
村
老
連
会
長
・

　
事
務
担
当
者
会
議

【
３
月
27
日
】

　

合
同
会
議
（
仙
台
市
青
葉

区
）
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新春のご挨拶
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村
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10
月
22
日
（
火
）
仙
台
市

青
葉
区
の
「
東
京
エ
レ
ク
ト

ロ
ー
ホ
ー
ル
宮
城
」
を
会
場

に
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
県
内

各
市
町
村
か
ら
会
員
、
関
係

者
約
９
０
０
名
の
出
席
を
得

て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
宮

城
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
演

奏
と
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
に
よ

る
演
技
が
披
露
さ
れ
会
場
か

ら
は
、
惜
し
み
な
い
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、『
東
日
本
大

震
災
―
３
・
11
そ
の
先
へ
―
』

と
題
し
て
、
山
元
町
の
曹
洞

宗
「
徳
本
寺
・
徳
泉
寺
」
住

職
の
早
坂
文
明
氏
に
よ
る
記

念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
式
典
で
は
、
永

年
に
亘
り
福
祉
事
業
や
社
会

に
貢
献
さ
れ
老
人
ク
ラ
ブ
の

発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
老
人

福
祉
事
業
功
労
者
30
名
、
優

良
老
人
ク
ラ
ブ
28
団
体
、
社

会
貢
献
活
動
ク
ラ
ブ
12
団
体

が
県
老
連
坂
本
会
長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
会
長
か
ら
今
年
度
表

彰
を
受
け
た
老
人
ク
ラ
ブ
育

成
功
労
表
彰
２
名
、『
活
動
賞
』

２
団
体
の
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。

『
メ
イ
ン
テ
ー
マ
・
創
造
と
連

帯
の
輪
を
広
げ
て
―
心
豊
か

な
21
世
紀
を
』
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平成 25 年事業

第34回宮城県老人クラブ大会
平成25年10月22日　東京エレクトロンホール宮城



　

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
高
齢
者
の
仲
間

づ
く
り
と
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防

を
基
本
に
、
環
境
美
化
、
世
代
交
流
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
幅
広
く
社
会

に
貢
献
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

わ
が
国
は
人
口
減
少
社
会
の
な
か

で
、
75
歳
以
上
人
口
の
急
激
な
増
加

が
予
測
さ
れ
、
地
域
に
お
け
る
高
齢

者
相
互
の
支
え
合
い
が
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

閉
じ
こ
も
り
を
防
ぎ
、
心
の
つ
な

が
り
を
深
め
る
友
愛
活
動
を
も
と

に
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
継
続
的
に

生
活
が
で
き
る
よ
う
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
見
守

り
・
生
活
支
援
へ
の
期
待
が
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
日
、
社
会
保
障
制
度
の
持

続
可
能
性
が
問
わ
れ
る
中
で
、
私
た

ち
も
制
度
を
支
え
る
一
員
と
し
て
、

能
力
に
応
じ
た
責
任
を
果
た
し
、
高

齢
者
の
尊
厳
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

わ
が
宮
城
県
を
は
じ
め
、
東
北
か

ら
関
東
に
至
る
海
岸
線
を
中
心
に
、

東
日
本
大
震
災
で
は
未
曾
有
の
大
災

害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
い
ま
復
興

の
途
上
に
あ
る
中
で
「
老
人
ク
ラ
ブ

の
灯
を
消
す
な
！
」
を
合
言
葉
に
立

ち
上
が
る
被
災
地
の
会
員
の
姿
に
、

心
か
ら
エ
ー
ル
を
贈
り
と
も
に
県
内

各
市
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
が
一
丸

と
な
っ
て
再
興
・
復
興
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
相
会
し
た
県
内
の
老
人
ク

ラ
ブ
代
表
は
、
さ
ら
に
創
造
と
連
帯

の
輪
を
広
げ
て
、
次
の
事
項
の
実
践

を
誓
い
、
こ
こ
に
宣
言
し
ま
す
。

記

一
．
老
人
ク
ラ
ブ
の
原
点
に
立
っ
た

　
「
仲
間
づ
く
り
活
動
」
の
強
化

一
．
健
康
長
寿
を
め
ざ
す
「
健
康
づ

　

く
り
・
介
護
予
防
活
動
」
の
充
実

一
．
日
常
生
活
を
支
援
す
る
「
地
域

　

支
え
合
い
活
動（
友
愛
）」
の
推
進

一
．
高
齢
者
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る
社

　

会
保
障
制
度
の
確
立

　
　
　
　
　
　

平
成
25
年
10
月
22
日

　

第
34
回
宮
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
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平成 25 年事業

大　

会　

宣　

言



　

豊
里
町
の
「
運
動
公
園
」

を
会
場
に
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
県
内
34
の
市
町
村
老

連
か
ら
選
手
・
関
係
者
約

９
０
０
名
が
参
加
し
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
で
芝
の
緑
が
眩
し

い
会
場
に
は
「
震
災
復
興
応

援
旗
」
が
掲
げ
ら
れ
会
員
が

一
丸
と
な
っ
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
、
ペ
タ
ン
ク
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
の
３
競
技
を
通
じ

高
齢
者
の
健
康
保
持
・
増
進

と
相
互
の
親
睦
を
図
る
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

【
競
技
結
果
】

　

・
男
子
の
部

　

優
勝　

佐
藤
辰
夫
（
亘
理

町
老
連
）、
準
優
勝　

小
野
正

勝
（
亘
理
町
老
連
）、
第
３
位

　

千
葉
久
男（
登
米
市
老
連
）、

第
４
位　

高
橋
光
輝
（
栗
原

市
老
連
）、
第
５
位　

石
井
昭

雄
（
石
巻
市
老
連
）

　

・
女
子
の
部

　

優
勝　

梅
田
八
江
子
（
利

府
町
老
連
）、
準
優
勝　

渡
邊

け
い
子
（
白
石
市
老
連
）、
第

３
位　

阿
部
貞
子
（
石
巻
市

老
連
）、
第
４
位　

三
橋
ツ
ル

子
（
山
元
町
老
連
）、
第
５
位

　

赤
間
ち
よ
子
（
大
郷
町
老

連
）

　

優
勝　

富
谷
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
、
準
優
勝　

名
取

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
第

３
位　

色
麻
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会

　

優
勝　

加
美
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
、
準
優
勝　

登
米

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
豊
里

チ
ー
ム
、
第
３
位　

石
巻
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
Ａ
チ
ー

ム

  

● 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
部

  

● 

ペ
タ
ン
ク
の
部

  

● 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部
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平成 25 年事業

第18回宮城県シニアスポーツ大会
平成25年10月８日　登米市豊里運動公園



　

８
月
29
日
（
木
）
仙
台
市

青
葉
区
の
「
ホ
テ
ル
白
萩
」

を
会
場
に
女
性
リ
ー
ダ
ー
等

２
６
０
名
が
参
加
し
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
と
し
て
「
老
人

ク
ラ
ブ
の
歌
」
や
「
私
た
ち

の
誓
い
」
を
参
加
者
全
員
で

歌
い
、
誓
っ
た
後
、
坂
本
せ

ん
女
性
委
員
長
か
ら
の
挨
拶

と
「
老
人
ク
ラ
ブ
女
性
委
員

会
の
動
向
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
基
調
講
演
を
い
た
だ
い

た
。

　

事
例
発
表
と
し
て
、
吉
野

照
子
白
石
市
老
連
副
会
長
・

女
性
部
長
か
ら
「
地
域
に
お

け
る
老
人
ク
ラ
ブ
女
性
部
会

活
動
」
と
題
し
て
基
調
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

昼
食
会
に
は
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
石
巻
市
老
連

（
舞
踊
「
二
人
の
大
漁
節
」）、

気
仙
沼
市
老
連
（
舞
踊
「
水

戸
黄
門
漫
遊
記
」）、
村
田
町

老
連（
舞
踊「
長
生
き
音
頭
」）、

山
元
町
老
連
（
舞
踊
「
人
生

一
度
」）、
色
麻
町
老
連
（
舞

踊
「
カ
ッ
パ
ブ
ギ
色
麻
」）
の

演
芸
発
表
が
あ
り
常
日
頃
の

練
習
の
成
果
と
息
の
合
っ
た

演
舞
に
会
場
か
ら
は
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
宮
城
県
保
健

福
祉
部
長
寿
社
会
政
策
課
長

の
村
上
靖
氏
か
ら
「
介
護
保

険
に
つ
い
て
」
の
講
話
が
行

わ
れ
、
出
席
者
は
メ
モ
を
取

り
な
が
ら
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

　

７
月
26
日
（
金
）
仙
台
市

青
葉
区
の
「
ホ
テ
ル
白
萩
」

を
会
場
に
各
市
町
村
老
連
か

ら
若
手
リ
ー
ダ
ー
６
１
名
が

出
席
し
て
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

坂
本
せ
ん
会
長
の
挨
拶
の

後
、
秋
田
県
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
常
務
理
事
・
事
務
局
長

の
戸
嶋
正
紀
氏
よ
り
、「
老
人

ク
ラ
ブ
に
期
待
す
る
」
と
題

し
て
、
秋
田
県
老
連
の
状
況
、

若
手
委
員
会
組
織
の
立
ち
上

げ
や
メ
リ
ッ
ト
、
課
題
や
期

待
」
等
に
つ
い
て
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
、
講
師
を
交

え
、
加
入
の
促
進
や
若
手
の

定
義
や
名
称
の
問
題
等
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
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平成 25 年事業

講演会

吉野白石市老連女性部長の事例発表

アトラクション（気仙沼市老連）

アトラクション（村田町老連）

活発な討議が行われた意見交換会

開会

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
活
性
化
に
は
女
性
の
パ
ワ
ー
が
不
可
欠
。

活
気
に
あ
ふ
れ
る
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー

若
手
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

◆
◇ 

平
成
25
年
度　

研
修
会
・
セ
ミ
ナ
ー
報
告 

◇
◆



わ
り
ま
し
た
。

　

長
生
き
を
し
て
元
気
で
活

力
の
あ
る
生
活
を
続
け
る
た

め
、
姿
勢
と
柔
軟
性
、
筋
力
、

足
指
の
機
能
を
改
善
し
、
転

倒
・
骨
折
・
寝
た
き
り
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。（
関
連
記
事
あ

り
。）

　

12
月
６
日
（
金
）
仙
台
市

青
葉
区
「
ホ
テ
ル
白
萩
」
を

会
場
に
モ
デ
ル
老
連
の
シ
ル

バ
ー
リ
ー
ダ
ー
や
市
町
村
老

連
の
友
愛
活
動
担
当
役
員
等

１
０
０
名
を
超
え
る
出
席
者

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

坂
本
会
長
挨
拶
の
後
、
東

北
福
祉
大
学
教
授
で
本
老
連

の
理
事
で
も
あ
り
ま
す
小
松

洋
吉
氏
か
ら
「
め
ざ
そ
う
活

老
社
会
～
地
域
家
族
づ
く
り

に
参
加
し
よ
う
よ
～
」
と
題

し
て
「
友
愛
活
動
の
こ
こ
ろ
」

や
南
米
ア
ン
デ
ス
地
方
の
先

住
民
に
伝
わ
る
「
ハ
チ
ド
リ

の
ひ
と
し
ず
く
」
の
お
話
に

あ
る
「
私
は
、
私
に
で
き
る

こ
と
を
し
て
い
る
だ
け
」
の

友
愛
の
精
神
に
つ
い
て
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。

　

活
動
事
例
発
表
と
し
て「
第

10
期
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
状

況
報
告
」
に
つ
い
て
、
栗
原

市
金
成
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
会
長
の
小
野
寺
毅
氏
と

大
河
原
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
会
長
の
大
沼
浩
雄
氏
か
ら

活
動
の
事
例
や
事
業
推
進
上

の
課
題
等
に
つ
い
て
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。

　
「
友
愛
活
動
の
輪
を
広
げ
ま

し
ょ
う
」
の
合
言
葉
の
も
と
、

同
世
代
の
仲
間
の
心
と
心
を

つ
な
い
で
、
笑
顔
の
あ
る
暮

ら
し
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　

本
年
で
11
年
目
と
な
っ
た

健
康
づ
く
り
研
修
会
が
県
内

７
地
区
に
お
い
て
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

各
会
場
に
お
い
て
、
午
前

の
健
康
講
座
で
は
、「
運
脳
づ

く
り
の
ス
ス
メ
―
か
ら
だ
と

脳
を
活
か
す
―
」
と
題
し
て

仙
台
大
学
体
育
学
部
・
准
教

授
の
武
村
英
和
先
生
と
同
じ

く
准
教
授
の
内
丸
仁
先
生
か

ら
分
担
し
て
講
義
を
受
け
、

午
後
は
仙
台
大
学
教
授
の
鈴

木
省
三
先
生
の
指
導
の
も

と
仙
台
大
学
学
生
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
た

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
で
身
体
を

ほ
ぐ
し
て
か
ら
４
班
に
分
か

れ
て
五
つ
の
体
力
測
定
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
体
力
測
定
の

結
果
か
ら
本
県
高
齢
者
の
バ

ラ
ン
ス
能
力
が
全
国
に
比
べ

て
非
常
に
低
い
と
の
数
値
を

受
け
、
今
年
度
か
ら
「
足
指

筋
力
」
の
測
定
が
新
た
に
加
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活動事例の発表者

研修会の実施には仙台大学の協力が大きな力となりました

地
域
で
の
友
愛
活
動
の
担
い
手
と
な
る
参
加
者
。
講
演
と
事
例
発
表
に
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た

講演会

高
齢
者
相
互
支
援
推
進
啓
発
事
業

シ
ル
バ
ー
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

平
成
25
年
度  

老
人
ク
ラ
ブ
健
康
づ
く
り
研
修
会



　

10
月
１
日
（
火
）
か
ら
２

日
（
水
）
に
岩
手
県
盛
岡
市

で
開
催
さ
れ
た
大
会
に
は
、

初
日
に
開
催
さ
れ
た
活
動
交

流
部
会
の
第
五
部
会
「
東
日

本
大
震
災
と
老
人
ク
ラ
ブ
」

に
石
巻
市
老
連
の
相
澤
政
助

副
会
長
が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て

報
告
し
た
ほ
か
、
総
勢
41
名

が
本
県
老
連
か
ら
参
加
い
た

し
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
大
会
会
場
と
な

り
ま
す
「
岩
手
県
民
会
館
」

の
二
階
ロ
ビ
ー
に
は
、
東
日

本
大
震
災
に
於
い
て
被
災
を

受
け
た
岩
手
県
、
宮
城
県
、

仙
台
市
、
福
島
県
老
連
か
ら

「
震
災
復
興
状
況
等
に
関
す
る

パ
ネ
ル
」
の
展
示
が
行
わ
れ
、

本
県
老
連
か
ら
は
、
写
真
と

コ
メ
ン
ト
を
掲
示
い
た
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
福
島
県
大
熊
町
老

連
の
若
手
委
員
会
が
製
作
し

た
「
被
災
地
か
ら
の
ビ
デ
オ

レ
タ
ー
」
の
上
映
が
行
わ
れ
、

本
県
老
連
か
ら
は
、
南
三
陸

町
老
連
で
南
方
仮
設
住
宅
に

設
立
さ
れ
た
老
人
ク
ラ
ブ
の

健
康
づ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ
活

動
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
の
参
加
者
に

は
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災

を
受
け
た
岩
手
県
、
宮
城
県
、

仙
台
市
、
福
島
県
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
女
性
会
員
の
皆

様
が
手
作
り
し
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
入
り
の
「
感
謝
袋
」
が
配

付
さ
れ
ま
し
た
。
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11年目を迎えた「健康づくり」研修会

会員の健康づくりが
　　　　地域の活性化を
　　　　　　　　生み出します

震災復興状況等に関するパネル展

配
付
さ
れ
た
『
感
謝
袋
』

本県からは41名が参加

第
42
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

開催老連名 開催月日 開催会場 参加者数（名）
８５
８２
９９
９８

１１２
７０

１０３

石巻地区
登米地区
栗原地区
気仙沼・本吉地区
仙台地区
大崎地区
仙南地区

平成２５年 ９ 月 ４ 日（水）
平成２５年 ９ 月 ５ 日（木）
平成２５年 ９ 月 ６ 日（金）
平成２５年９月１０日（火）
平成２５年９月１２日（木）
平成２５年９月１３日（金）
平成２５年９月１７日（火）

女川町総合体育館
登米市南方農村環境改善センター
栗原市金成やすらぎセンター
南三陸町スポーツ交流村ベイサイドアリーナ
多賀城市総合体育館
大崎市民総合体育館・武道館
仙台大学講義室・体育館

健康づくり研修会の開催状況



　

厚
生
労
働
省
が
全
国
に
展

開
し
て
い
る「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
１
０
０
万
人
キ
ャ
ラ
バ

ン
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、

地
域
住
民
が
認
知
症
に
つ
い

て
学
び
、
身
近
に
い
る
認
知

症
の
人
や
家
族
の
良
き
理
解

者
と
な
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養

成
す
る
こ
と
を
目
的
に
県
内

市
町
村
を
会
場
に
開
催
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、12
月
９
日（
月
）

の
栗
原
市
老
連
鶯
沢
地
区
、

12
月
10
日
（
火
）
の
松
島
町

老
連
か
ら
順
次
開
催
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

十
月
三
日
、
午
前
十
時
か
ら

福
島
市「
コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま
」

多
目
的
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
エ

イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
実
践
事
例

及
び
社
会
参
加
活
動
事
例
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
個
人
賞
四
人
、

団
体
賞
三
団
体
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
そ
の
一
団
体
に
私
共
「
和

栄
会
」
の
友
愛
訪
問
活
動
事
例

が
表
彰
対
象
と
な
り
、
ほ
ん
と

う
に
破
格
の
名
誉
を
戴
い
て
参

り
ま
し
た
。
恐
縮
な
が
ら
ご
報

告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
連
が
、
高
齢
者
の
自
立
・

参
加
・
ケ
ア
・
自
己
実
現
・
尊

厳
の
五
原
則
を
提
唱
し
、
す
べ

て
の
世
代
の
た
め
の
社
会
づ
く

り
を
目
指
し
、
一
、九
九
九
を

国
際
高
齢
者
年
と
定
め
た
事
を

機
に
、
我
が
国
内
閣
府
（
高
齢

社
会
対
策
）
は
、
年
齢
に
と
ら

わ
れ
ず
、
自
ら
の
責
任
と
能
力

に
於
い
て
、
自
由
で
生
き
生
き

と
し
た
生
活
を
送
る
高
齢
者

や
、
社
会
参
加
活
動
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
る
高
齢
者
の
団
体

等
を
、
広
く
紹
介
す
る
高
齢
社

会
研
究
セ
ミ
ナ
ー
を
、
毎
年
、

開
催
し
て
参
っ
た
の
で
あ
り
ま

す
。

　

現
在
は
、
名
称
を
「
高
齢
社

会
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
し
て
高
齢

者
の
社
会
参
加
活
動
の
推
進
を

テ
ー
マ
に
、
東
京
及
び
地
方
の

都
市
で
開
催
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
今
回
の
福
島
大
会
は
、
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
、
岩
手
・
秋

田
各
一
名
と
福
島
二
名
、
計　

個
人
四
名
。
グ
ル
ー
プ
で
は
、

青
森
・
宮
城
各
一
名
と
福
島
一

名
の
三
グ
ル
ー
プ
。

　

活
動
事
例
の
発
表
は
、
約
十

分
間
の
ビ
デ
オ
上
映
と
代
表
に

よ
る
補
足
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

森
ま
さ
こ
内
閣
府
特
命
担
当

大
臣
よ
り
、
社
会
参
加
賞
と
し

て
記
念
の
盾
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　

す
で
に
四
人
に
一
人
が
高
齢

者
と
な
っ
て
い
る
我
が
国
（
美

里
町
29
％
以
上
）に
於
い
て
は
、

高
齢
者
も
意
欲
と
能
力
に
応
じ

た
社
会
活
動
が
重
要
で
あ
り
、

当
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
こ
の
よ
う

な
社
会
状
況
に
鑑
み
た
催
し
で

あ
り
ま
す
。

　

表
彰
式
終
了
後
、“
シ
ニ
ア

の
社
会
参
加
で
世
代
を
つ
な

ぐ
”
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
全
国

各
地
で
様
々
な
社
会
活
動
を
さ

れ
て
い
る
高
齢
者
の
方
々
、
及

び
活
動
し
た
い
と
思
考
さ
れ
て

い
る
方
々
が
、
情
報
交
換
や
課

題
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
高

齢
者
の
社
会
参
加
活
動
に
つ
い

て
、
よ
り
理
解
を
深
め
る
必
要

を
痛
感
致
し
ま
し
た
。

― 10 ―

平成 25 年事業

社会の重要課題となっている認知症への取り組み。講座も熱を帯びます

美里町老連会長　和栄会会長

鈴木龍彦氏

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

高
齢
社
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
表
彰
式
に
て

美
里
町
老
連
会
長　

和
栄
会
会
長　

鈴
木　

龍
彦



　

平
成
25
年
11
月
25
日
（
月
）

～
26
日
（
火
）
東
京
新
霞
ケ
関

ビ
ル
全
社
協
灘
尾
ホ
ー
ル
内
で

行
わ
れ
る
、
全
老
連
女
性
委
員

会
女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
に

出
席
す
る
た
め
、
私
達
宮
城
県

よ
り
、
坂
本
会
長
を
先
頭
に
横

橋（
大
衡
）そ
し
て
佐
藤（
蔵
王
）

が
参
加
致
し
ま
し
た
。
最
初

に
、
全
老
連
女
性
委
員
会
設
立

20
周
年
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し

て
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
（
ふ
る
さ

と
）
を
全
員
で
合
唱
し
て
熱
気

溢
れ
る
開
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
５
年
に
設
立
し
た
全
老

連
女
性
委
員
会
、
男
女
共
同
参

画
の
ク
ラ
ブ
作
り
の
基
盤
を

作
っ
た
、
そ
の
後
の
20
年
の
歩

を
熱
く
、
報
告
さ
れ
た
委
員
長

の
永
井
愛
子
様
、
大
変
ご
苦
労

さ
れ
た
様
子
で
し
た
。
男
性
社

会
の
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
脱
皮
し

て
男
女
共
同
参
画
を
軌
道
に
乗

せ
た
先
人
の
方
々
の
努
力
が
ひ

し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
で
満
足
し
て

い
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

　

み
ん
な
で
さ
ら
に
前
進
し
新

し
い
時
代
を
築
く
た
め
に
、
私

達
女
性
リ
ー
ダ
ー
は
中
心
に

な
っ
て
楽
し
い
ク
ラ
ブ
を
作

り
、
会
員
加
入
促
進
の
取
り
組

み
に
、
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
高
齢
化
が
進
む
一
方
で

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
が
減
少
し
て

い
る
か
ら
で
す
。
ど
の
都
道
府

県
又
は
指
定
都
市
老
連
に
於
い

て
も
全
体
の
60
パ
ー
セ
ン
ト
が

女
性
会
員
と
言
わ
れ
て
い
る

今
、
女
性
パ
ワ
ー
を
結
集
し

て
、
な
ん
と
か
仲
間
を
増
や
す

努
力
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
の

で
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
（
１
０
０
万
人

会
員
増
強
運
動
）
の
基
本
理
念

と
し
て
、
１
、
生
き
が
い
づ
く
り
、

２
、
健
康
づ
く
り
、
３
、
仲
間

づ
く
り
、４
、
地
域
づ
く
り
、
と
、

４
つの
づ
く
り
活
動
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。
と
言
う
内
容
の
基
調

報
告
も
、
あ
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
事
例
発
表
、
リ

サ
イ
ク
ル
作
品
づ
く
り
で
、
仲

間
を
増
や
し
た
島
根
代
表
の

方
、そ
し
て
、社
交
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
で
新
た
な
会
員
を
９
７
８

人
を
増
加
さ
せ
た
埼
玉
県
代
表

の
発
表
等
皆
、
素
晴
ら
し
い
も

の
で
し
た
。
ま
た
、
最
後
の
情

報
交
換
で
は
５
～
６
人
の
グ

ル
ー
プ
に
別
れ
そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
の
様
子
を
間
近
に
聞
く
こ
と

が
出
来
て
、
大
変
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

　

苦
労
を
重
ね
て
喜
び
に
至
る

こ
と
な
ど
、
こ
の
二
日
間
の
セ

ミ
ナ
ー
を
通
し
て
、
地
域
に

帰
っ
て
自
分
の
や
る
べ
き
事
、

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
多

く
の
事
を
学
び
ま
し
た
。

　

と
も
す
れ
ば
男
性
中
心
の
社

会
が
色
濃
く
残
る
単
老
が
今
も

実
在
す
る
事
な
ど
、
頭
を
よ
ぎ

る
一
方
、
私
達
女
性
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
役
割
は
、
一
人
で
も

多
く
の
仲
間
を
作
り
、
元
気
で

明
る
く
明
日
を
生
き
る
た
め

に
、
一
歩
前
進
す
る
事
な
ど
を

心
に
誓
い
、
帰
路
に
着
き
ま
し

た
。

　

会
員
皆
様
か
ら
の
お
便
り
や

投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

　

ク
ラ
ブ
活
動
や
身
の
回
り
の

出
来
事
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
、
旅
の

思
い
出
、
俳
句
、
短
歌
、
川
柳

等
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で

す
。
な
お
、
編
集
の
都
合
で
次

号
に
掲
載
と
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

応
募
作
品
は
、
未
発
表
の
も

の
に
限
り
ま
す
が
ど
う
ぞ
ふ

る
っ
て
ご
応
募
願
い
ま
す
。

　

応
募
は
、
ジ
ャ
ン
ル
を
指
定

し
て
郵
送
又
は
直
接
県
老
連
事

務
局
へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

必
要
事
項
と
し
て
応
募
者
の

氏
名
、
所
属
老
連
名
を
明
記
願

い
ま
す
。

・
応
募
受
付
期
間

　

随
時
（
た
だ
し
11
月
末
及
び

５
月
末
の
年
２
回
の
到
着
時
点

で
そ
れ
ぞ
れ
取
り
ま
と
め
選

考
）

　

９
月
30
日　

退
職

　
　

主
事　

伊　

藤　

悦　

美

　

10
月
１
日　

採
用

　
　

主
事　

三　

浦　

枝
里
子

・応募・問い合わせ先
〒 980-0011　仙台市青葉区上杉一丁目二番三号
自治会館３階　宮城県社会福祉協議会内
財団法人　宮城県老人クラブ連合会　あて
電　話　０２２（２２３）１１５６
ＦＡＸ　０２２（２２３）１１６１

― 11 ―

平成 25 年事業

第
25
回
女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

蔵
王
町
老
連
女
性
部
長　

佐
藤　

貞
子

事
務
局
職
員
の
異
動

原　

稿　

等　

の　

募　

集



　

私
達
、
西
古
川
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で

は
、
地
域
を
豊
か
に
す

る
友
愛
と
社
会
奉
仕

活
動
と
し
て
毎
年
緑
の

奉
仕
活
動
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　

昭
和
50
年　

故

佐
々
木
誉
悦
氏
が
地

区
の
高
齢
者
に
植
木

教
室
を
開
き
、
植
木
、

盆
栽
の
作
り
方
、
手

入
れ
の
仕
方
等
を
長

年
に
わ
た
り
ご
指
導
頂

き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
指
導
頂
い

た
成
果
を
地
域
に
役

立
た
せ
よ
う
と
西
古

川
地
区
公
民
館
の
植

木
の
手
入
れ
、
刈
り

込
み
剪
定
、
花
壇
の

手
入
れ
、
草
取
り
草

刈
、
側
溝
、
駐
車
場

の
清
掃
等
を
毎
年
実

施
し
、
当　

西
古
川

地
区
老
連
の
重
点
取

り
組
み
事
業
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

本
年
も
７
月
５
日
早
朝
か

ら
多
く
の
会
員
の
皆
様
方
に
雨

の
中
集
ま
っ
て
頂
き
、
雨
の
中

で
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

公
民
館
は
地
域
の
コ
ミ
ニ

テ
ィ
と
し
て
、
子
供
か
ら
大
人

ま
で
地
域
の
多
く
の
皆
様
方
、

又
、諸
団
体
の
活
動
の
場
で
す
。

西
古
川
小
学
校
も
あ
り
当
地

区
の
中
心
地
で
も
あ
り
ま
す
。

　

公
民
館
を
利
用
す
る
人
達

が
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
よ

う
に
と
参
加
会
員
が
一
生
懸
命

取
り
組
み
汗
を
な
が
し
て
お
り

ま
す
。

　

お
蔭
様
で
公
民
館
、
地
域

の
皆
様
方
に
喜
ば
れ
感
謝
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

今
年
で
38
年
の
継
続
事
業

と
な
り
ま
し
た
。

　

作
業
終
了
後
公
民
館
講
堂

に
お
い
て
、
千
葉
会
長
よ
り
ね

ぎ
ら
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
参

加
者
全
員
で
綺
麗
に
な
っ
た
公

民
館
周
辺
を
見
な
が
ら
温
か
い

お
茶
と
お
弁
当
を
頂
き
ま
し

た
。

　

当
老
連
は
、
今
後
共
緑
の

奉
仕
活
動
を
重
点
活
動
事
業

と
し
て
継
続
し
て
行
く
事
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
千
葉
会
長
の
特

別
な
は
か
ら
い
で
、
西
古
川
駅

前　

加
藤
薬
局
、
加
藤
先
生

よ
り
健
康
管
理
、
薬
の
正
し
い

飲
み
方
、
お
薬
手
帳
等
に
つ
い

て
の
講
話
を
頂
き
ま
し
た
。

　

当
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、

世
代
間
交
流
活
動
、
寝
た
き

り
ゼ
ロ
運
動
な
ど
の
健
康
学
習

等
の
研
修
開
催
、
老
人
ク
ラ
ブ

若
手
リ
ー
ダ
ー
作
り
の
研
修
な

ど
新
た
な
会
員
さ
ん
の
増
強
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上　

友
愛
と
社
会
奉
仕

活
動
【
緑
の
奉
仕
活
動
】
を

紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

（
高
橋
ち
た
江
）
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みやぎ東西南北　老連活動紹介

38年続く奉仕活動には地域からの感謝の声は大きい

大
崎
市
西
古
川
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

友
愛
と
社
会
奉
仕
活
動
紹
介
【
緑
の
奉
仕
活
動
】

みやぎ東西南北

頑張っています！
県老連の仲間たち

会
員
コ
ー
ナ
ー

「
チ
ャ
ン
」
づ
け
で
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
呼
び
あ
い
て

　
　
　
　
　
　

媼
翁
も
笑
み
栄さ
か

ゆ
け
り

杖
た
よ
り
拾
い
歩
き
し
敬
老
の

　
　
　
　
　
　

円ま
ど
い居
に
参
加
笑
い
あ
ふ
る
る

黒
川
郡
大
和
町

本
宮　

茂
（
83
才
）



　

２
０
１
３
年
の
世
界
保
健

機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
平
均
寿

命
ラ
ン
キ
ン
グ
に
よ
る
と
、

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
性

が
80
歳
、
女
性
が
86
歳
、
男

女
平
均
が
83
歳
で
１
９
４
か

国
中
１
位
で
す
。
し
か
し
、

詳
細
に
分
析
す
る
と
、
日
本

人
は
世
界
一
長
生
き
す
る
も

の
の
、
世
界
一
寝
た
き
り
の

多
い
国
で
、
一
度
寝
た
き
り

に
な
る
と
元
の
生
活
に
戻
れ

な
い
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る

こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

　

寿
命
に
は
平
均
寿
命
の
他

に
健
康
寿
命
が
あ
り
、
介
護

を
受
け
た
り
、
寝
た
き
り
に

な
る
こ
と
な
く
自
立
し
て
健

康
に
生
活
で
き
る
期
間
を「
健

康
寿
命
」
と
定
義
し
て
い
ま

す
。
日
本
女
性
の
健
康
寿
命

は
74
歳
で
す
か
ら
、
平
均
寿

命
の
86
歳
ま
で
お
よ
そ
12
年

間
は
何
ら
か
の
不
調
や
病
気

と
闘
い
な
が
ら
の
寝
た
き
り

生
活
が
現
実
と
な
っ
て
い
ま

す
。
い
く
ら
長
寿
で
も
、
寝

た
き
り
の
生
活
は
つ
ら
い
も

の
。
長
生
き
す
る
な
ら
、
最

後
ま
で
元
気
で
活
力
あ
る
生

活
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。

姿
勢
と
柔
軟
性
、
筋
力
、
足

指
の
機
能
を
改
善
し
、
転
倒
・

骨
折
・
寝
た
き
り
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

　

高
齢
者
に
と
っ
て
恐
ろ
し

い
転
倒
骨
折
を
防
ぐ
た
め
に
、

効
果
的
な
バ
ラ
ン
ス
運
動
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
そ
の
前
に
、

自
分
の
バ
ラ
ン
ス
能
力
が
ど

れ
ぐ
ら
い
あ
る
の
か
を
テ
ス

ト
し
ま
す
。
①
床
上
に
直
立

し
、
両
手
を
腰
に
当
て
支
持

脚
に
体
重
を
乗
せ
、
も
う
片

方
の
足
を
床
か
ら
５
セ
ン
チ

程
度
静
か
に
離
し
、
片
足
立

ち
に
な
り
ま
す
。
②
そ
の
姿

勢
で
１
秒
、
２
秒
、
３
秒
と

カ
ウ
ン
ト
を
し
て
い
き
、
何

秒
間
バ
ラ
ン
ス
能
力
を
保
持

で
き
る
か
を
数
え
ま
す
。
こ

こ
で
の
判
定
方
法
は
、
保
持

し
て
い
る
足
が
少
し
で
も
移

動
し
た
り
、
上
げ
て
い
る
足

が
床
に
着
い
た
時
点
で
終
了

で
す
。
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た

際
の
こ
と
を
考
え
、
ど
こ
か

に
つ
か
ま
れ
る
場
所
で
行
い

ま
し
ょ
う
。

　

全
国
高
齢
者
の
バ
ラ
ン
ス

能
力
（
開
眼
片
足
立
ち
の
時

間
）
に
つ
い
て
、
男
性
の
平

均
値
は
、
65
歳
か
ら
69
歳
が

80
秒
、
70
歳
か
ら
74
歳
が
66

秒
、
75
歳
か
ら
79
歳
が
51
秒

で
す
。
全
体
で
は
、
65
歳
以

上
の
平
均
値
は
65
秒
に
な
り

ま
す
。
一
方
、
女
性
の
平
均

値
は
62
秒
で
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
宮
城
県
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
と
10
年
間
に

わ
た
り
年
県
内
７
カ
所
で
体

力
測
定
を
行
い
、
様
々
な
問

題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
運

動
を
日
常
生
活
に
取
り
入
れ

る
か
、
高
齢
者
の
能
力
を
改

善
し
活
力
あ
る
生
活
を
営
む

に
は
ど
の
よ
う
な
生
活
習
慣

が
重
要
か
と
い
う
事
業
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。

　

事
業
の
一
環
と
し
て
、
県

内
８
０
０
名
の
高
齢
者
が
参

加
し
た
「
開
眼
片
足
立
ち
」

の
２
０
１
２
年
の
デ
ー
タ
で

は
、
65
歳
か
ら
80
歳
ま
で
の

平
均
値
は
、
登
米
地
区
24
・

86
秒
、
石
巻
14
・
91
秒
、
気

仙
沼
22
秒
、
角
田
30
秒
、
大

崎
35
秒
、
利
府
29
・
68
秒
、

栗
原
は
27
・
56
秒
で
し
た
。

こ
の
結
果
か
ら
宮
城
県
の
高

齢
者
の
バ
ラ
ン
ス
能
力
は
全

国
に
比
べ
て
非
常
に
低
く
、

劣
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　

開
眼
片
足
立
ち
で
20
秒
以

内
に
支
持
足
が
動
い
た
り
、

上
げ
て
い
た
足
が
着
い
て
し

ま
っ
た
人
は
転
倒
・
骨
折
・

寝
た
き
り
の
リ
ス
ク
が
高
い

「
介
護
予
防
が
必
要
な
予
備
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Ⅰ
．
転
倒
骨
折
に
よ
る

　
　

寝
た
き
り

Ⅱ
．
開
眼
片
足
立
ち

　
　

テ
ス
ト



　

両
手
を
左
右
に
大
き
く
広

げ
た
状
態
か
ら
、
ゆ
っ
く
り

と
手
の
ひ
ら
を
体
の
正
面
で

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
手
の

長
さ
に
ず
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？　

こ
の
ず
れ
は
、
肩
甲

骨
の
動
き
や
体
の
ゆ
が
み
に

よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
ゆ
が

み
の
原
因
は
様
々
で
す
が
、

ポ
イ
ン
ト
は
肩
甲
骨
で
す
。

肩
甲
骨
周
り
の
筋
肉
を
い
ろ

い
ろ
な
方
法
で
適
度
に
ゆ
っ

く
り
動
か
す
ほ
ぐ
し
運
動
を

す
る
こ
と
で
、
筋
バ
ラ
ン
ス

は
あ
る
程
度
改
善
で
き
ま
す
。

　

手
ぬ
ぐ
い
な
ど
身
近
に
あ

る
も
の
が
ゆ
が
み
改
善
運
動

に
使
え
ま
す
。
こ
こ
で
は「
手

ぬ
ぐ
い
上
下
前
後
運
動
」
を

紹
介
し
ま
す
。
運
動
は
簡
単

で
す
。
背
中
の
後
ろ
に
タ
オ

ル
を
両
手
で
引
っ
張
っ
て
持

ち
、
上
下
さ
せ
ま
す
。
上
下

す
る
と
き
に
、
で
き
る
だ
け

ゆ
っ
く
り
と
10
回
連
続
し
て

実
施
す
る
こ
と
で
よ
り
効
果

が
得
ら
れ
ま
す
。
次
に
手
ぬ

ぐ
い
を
前
に
持
ち
今
度
は
前

後
（
水
平
）
に
動
か
し
ま
す
。

軍
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

１
分
間
で
き
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
は
、
全
国
的
に
も
低

い
数
値
で
す
が
、
基
本
的
に

は
バ
ラ
ン
ス
能
力
が
劣
っ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

バ
ラ
ン
ス
を
う
ま
く
取
る

に
は
「
姿
勢
と
柔
軟
性
」
が

大
切
で
す
。
正
し
い
姿
勢
は
、

耳
の
中
央
、
肩
の
中
央
、
そ

し
て
く
る
ぶ
し
を
結
ん
だ
線

が
一
直
線
に
な
り
ま
す
。
こ

の
姿
勢
で
は
立
っ
て
い
る
こ

と
が
非
常
に
楽
で
、
体
の
い

ろ
い
ろ
な
場
所
に
無
理
が
か

か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　

日
本
人
の
典
型
的
な
姿
勢

は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
前

か
が
み
、
も
し
く
は
反
ら
し

過
ぎ
で
す
。
頭
の
て
っ
ぺ
ん

か
ら
糸
で
つ
ら
れ
て
い
る
イ

メ
ー
ジ
を
意
識
し
、
正
し
い

姿
勢
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

こ
の
運
動
は
上
肢
の
筋
バ
ラ

ン
ス
を
う
ま
く
調
整
し
て
く

れ
ま
す
。

　

柔
軟
性
は
前
屈
で
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
す
。
両
足
を
揃
え
て
、

膝
を
伸
ば
し
た
ま
ま
上
体
を

前
に
倒
し
ま
し
ょ
う
。
ふ
と

も
も
裏
や
膝
裏
、
ふ
く
ら
は

ぎ
が
伸
び
て
く
る
の
が
感
じ

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

前
屈
で
手
が
膝
ぐ
ら
い
ま

で
し
か
届
か
な
い
体
の
硬
い

人
は
「
ボ
ー
ル
こ
ろ
が
し
運

動
」
で
足
裏
を
刺
激
し
ま

す
。
①
椅
子
に
座
っ
て
ゴ
ル

フ
ボ
ー
ル
を
足
裏
に
置
き
ま

す
。
②
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
状

態
で
、
足
裏
の
ボ
ー
ル
を
前

後
左
右
に
ゆ
っ
く
り
と
強
め

に
大
き
く
転
が
し
ま
す
。
慣

れ
て
き
た
ら
多
方
向
に
転
が

し
て
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

る
よ
う
に
練
習
し
て
み
ま
す
。

　

私
た
ち
の
体
の
筋
肉
は
、

一
方
の
筋
肉
が
収
縮
す
る
と

も
う
一
方
の
筋
肉
が
伸
び
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
足

裏
を
刺
激
す
る
と
、
後
ろ
の

筋
が
緩
み
ま
す
。
体
の
硬
い

人
や
腰
が
曲
が
り
づ
ら
い
人

の
足
裏
に
刺
激
を
与
え
る
と

そ
れ
ら
の
筋
肉
が
緩
み
、
柔

軟
性
の
改
善
に
役
立
ち
ま
す
。

身
体
を
動
か
し
柔
軟
性
を
高

め
る
こ
と
は
、
心
と
身
体
を

リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
緊
張
を

解
き
ほ
ぐ
す
だ
け
で
は
な
く
、

心
身
の
老
化
予
防
に
効
果
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
を
取
る
に
つ
れ
低
下
す

る
「
筋
肉
の
衰
え
や
足
指
の

機
能
不
全
」
は
大
き
な
問
題

で
す
。
宇
宙
飛
行
士
が
無
重

力
空
間
で
２
週
間
を
過
ご
す

と
筋
力
が
15
％
低
下
し
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
１
日
で
１
％
の

筋
力
が
な
く
な
り
ま
す
。
加

齢
変
化
で
は
１
年
で
１
％
の

筋
力
が
な
く
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
が
寝
た
き
り
に
な
る
と
、

な
ん
と
２
日
で
１
年
分
の
筋

力
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の

で
す
。
私
た
ち
は
重
力
下
の

環
境
に
生
き
て
い
る
の
で
、

日
常
の
行
動
は
す
べ
て
重
力

に
逆
ら
っ
て
い
ま
す
。
立
つ

こ
と
は
自
分
の
体
重
分
を
支

え
る
筋
肉
（
抗
重
力
筋
）
が

活
動
し
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
立
つ
こ
と
に
疲
れ
た

ら
座
り
ま
す
。
座
る
と
体
に

か
か
る
強
度
が
半
減
し
ま
す
。

座
っ
て
い
る
の
も
つ
ら
い
と

き
は
、
寝
ま
す
。
寝
る
と
体

に
か
か
る
強
度
が
最
低
と
な

り
、
最
も
楽
な
姿
勢
に
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
私
た
ち

は
寝
た
き
り
に
な
る
と
２
日

で
１
％
、
１
年
分
の
筋
力
を

失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
と

に
か
く
寝
て
い
る
よ
り
も
座

る
。
座
る
よ
り
も
立
つ
。
立

つ
よ
り
も
歩
く
時
間
の
割
合

を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
活
力

の
あ
る
人
生
を
歩
む
た
め
の

生
活
習
慣
の
基
本
と
な
り
ま

す
。

　

バ
ラ
ン
ス
テ
ス
ト
の
際
、

足
の
ど
の
部
位
に
体
重
が

乗
っ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
し

た
か
。
正
し
い
姿
勢
を
つ
く

る
と
き
に
重
心
を
く
る
ぶ
し

の
あ
た
り
、
足
裏
の
真
ん
中
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Ⅲ
．
正
し
い
姿
勢
を

　
　

意
識
す
る

Ⅳ
．
筋
の
バ
ラ
ン
ス
と

　
　

柔
軟
性

Ⅴ
．
筋
力
低
下
と

　
　

足
指
の
機
能
不
全



掴
ん
だ
ま
ま
足
先
を
少
し
浮

か
せ
、
そ
の
後
タ
オ
ル
を
離

し
ま
す
。
①
に
戻
り
、
繰
り

返
し
徐
々
に
タ
オ
ル
を
引
き

寄
せ
て
き
ま
す
。
す
べ
て
の

タ
オ
ル
を
引
き
寄
せ
る
ま
で

行
い
ま
す
。

　
「
も
う
年
だ
か
ら
体
が
固

く
、
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
の
は

し
ょ
う
が
な
い
」
と
思
っ
て

い
る
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
の
体
は
年

齢
に
関
係
な
く
、
運
動
を
日

常
生
活
に
取
り
入
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
バ
ラ
ン
ス
や
柔
軟

性
を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
筋
肉
を
ス
ム
ー
ズ
に

動
か
せ
る
よ
う
に
し
て
バ
ラ

ン
ス
を
整
え
、
自
分
の
体
を

し
っ
か
り
支
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
つ
ま
ず
い
た
と

き
も
体
を
支
え
、
転
び
に
く

く
な
り
ま
す
。
健
康
寿
命
を

延
ば
す
ポ
イ
ン
ト
は
、
適
度

に
身
体
を
動
か
す
こ
と
の
よ

う
で
す
。
自
分
の
心
身
を
常

か
ら
や
や
後
方
に
置
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
グ
ラ
グ
ラ
し

な
く
な
っ
て
く
る
と
、
ち
ょ

う
ど
よ
い
重
心
の
位
置
が
わ

か
っ
て
き
ま
す
し
姿
勢
も
よ

く
な
り
ま
す
。
こ
の
時
、
足

の
指
は
微
妙
な
力
加
減
で
活

動
し
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
、

体
の
重
心
の
位
置
と
足
の
指

で
す
。
靴
下
を
脱
い
で
足
の

指
を
し
っ
か
り
見
て
、
広
げ

る
、閉
じ
る
、ぎ
ゅ
っ
と
握
る
、

そ
し
て
伸
ば
し
ま
す
。
緊
張

を
ほ
ぐ
し
体
の
筋
肉
を
ゆ
る

め
、
な
お
か
つ
、
脳
に
も
刺

激
を
与
え
ま
す
。
足
裏
は
体

に
か
か
る
重
力
を
操
作
す
る

上
で
一
番
重
要
な
部
位
に
な

り
ま
す
。

　

一
般
的
に
行
っ
て
い
る
足

裏
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
「
タ
オ

ル
ギ
ャ
ザ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。

①
床
に
タ
オ
ル
を
置
き
、
足

を
乗
せ
ま
す
。
②
足
の
指
で

タ
オ
ル
を
掴
み
、
踵
側
に
た

ぐ
り
寄
せ
て
い
き
ま
す
。
親

指
だ
け
を
使
う
の
で
は
な
く
、

小
指
も
意
識
し
指
全
体
を
使

い
ま
し
ょ
う
。
③
タ
オ
ル
を

に
良
い
状
態
に
保
つ
こ
と
が

日
常
生
活
に
お
い
て
活
力
を

生
む
秘
訣
だ
と
い
う
こ
と
を

理
解
し
、
元
気
で
活
力
の
あ

る
楽
し
い
生
活
を
継
続
し
て

く
だ
さ
い
。
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正しい姿勢と悪い姿勢

あごを引く

肩の力を抜き
左右の肩の高さを揃える

おへその周りに軽く
力を入れお腹を引っ込める

正しい姿勢 悪い姿勢

前かがみ 反らしすぎ

肛門に軽く力を入れる
感じでお尻を引き締める

耳の穴
↓

肩の中央
↓

くるぶし

結んだ線が一直線

Ⅵ
．
健
康
寿
命
を

　
　

延
ば
す
ポ
イ
ン
ト
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